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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月21日(2011.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　切削インサート（１０）であって、
　上面（１２）と、下面（１４）と、前記上面（１２）および前記下面（１４）の間に延
出する２つの側面（２４）との間に延出する前面（２０）であって、前記上面（１２）は
、前記上面（１２）の両側にあるコーナ面（１６）を介して各前記側面（２４）を結びつ
ける、前面（２０）と、
　前記前面（２０）と前記上面（１２）の交差部に形成された、前記上面（１２）と関連
付けられた主要切れ刃（３２）と、
　前記前面（２０）と各前記側面（２４）の交差部に形成された副切れ刃（３４）と、
　前記前面（２０）と各前記コーナ面（１６）の交差部に形成されたコーナ切れ刃（３６
）とを備え、
　前記主要切れ刃（３２）、前記副切れ刃（３４）、および前記コーナ切れ刃（３６）は
、前記前面（２０）でそれらと関連付けられたすくい面（３８）を有し、
　前記上面（１２）の前面部分（４６）は、前記切削インサート（１０）の側面図で分か
るように、前記主要切れ刃（３２）から後方に、かつ前記上面（１２）の中央部分（４８
）に向かって上方に延出し、前記上面（１２）の前面部分（４６）は、主要切れ刃（３２
）の全体から後方に延在し、
　前記主要切れ刃（３２）は、前記切削インサート（１０）の正面図で分かるように、各
前記副切れ刃（３４）に向かって下方に湾曲および傾斜し、
　前記主要切れ刃（３２）は、前記切削インサート（１０）の上面図で分かるように前記
コーナ切れ刃（３６）から内方かつ後方に傾斜し、
　前記主要切れ刃（３２）の全長は、円筒形表面にあることを特徴とする切削インサート
（１０）。
【請求項２】
　前記前面（２０）は、前記上面（１２）と前記下面（１４）の間の中間に配置された第
１の対称面（Ｐ１）に対して鏡面対称を有し、
　前記すくい面（３８）は、前記前面（２０）の周縁部全体に沿って延出することを特徴
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とする請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項３】
前記切削インサート（１０）は、前記上面（１２）の前記中央部分（４８）、および前記
側面（２４）に垂直な第２の対称面（Ｐ２）に対して鏡面対称を有し、
　前記第２の対称面（Ｐ２）は、前記前面（２０）と後面（２２）の間の中間に配置され
たことを特徴とする請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項４】
　前記主要切れ刃（３２）は、前記切削インサート（１０）の上面図で分かるように連続
的に湾曲することを特徴とする請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項５】
　前記上面（１２）の前記前面部分（４６）は、前記切削インサート（１０）の側面図で
分かるように、上方の傾き角（β）で前記上面（１２）の前記中央部分（４８）に向かっ
て上方に延出し、前記上方の傾き角（β）は１°から１５°の範囲にあることを特徴とす
る請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項６】
　前記主要切れ刃（３２）は、湾曲し、複数の扇形セグメント（５０）から形成され、
　各前記扇形セグメント（５０）は、異なる半径を有し、
　前記扇形セグメント（５０）の前記半径は、前記切削インサート（１０）の正面図で分
かるように、５ｍｍから無限大に変わることを特徴とする請求項１に記載の切削インサー
ト（１０）。
【請求項７】
　前記すくい面（３８）は、前記切削インサート（１０）の内側方向に延出することを特
徴とする請求項１に記載の切削インサート。
【請求項８】
　前記側面（２４）のうちの１つにある側方逃げ面（５６）であって、前記側方逃げ面（
５６）は、前記側方逃げ面（５６）の第１の縁部（５８）にある、前記副切れ刃（３４）
、および前記側方逃げ面（５６）の第２の縁部（６２）にあるコーナ面（１６）のうちの
１つを結びつける、側方逃げ面（５６）をさらに備えることを特徴とする請求項１による
切削インサート（１０）。
【請求項９】
　前記切削インサート（１０）は、前記主要切れ刃（３２）から前記下面（１４）に向か
って延出する第１のランド（５２）を有し、
　前記第１のランド（５２）は、前記上面（１２）の前記中央部分（４８）、および前記
側面（２４）に垂直な第２の対称面（Ｐ２）に対して第１のランド角（γ）で傾斜され、
　前記第１のランド角（γ）は、前記主要切れ刃（３２）の側断面で分かるように、また
前記主要切れ刃（３２）から上方に測定して、－１０°から２０°の範囲にあることを特
徴とする請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項１０】
　前記切削インサート（１０）は、前記第１のランド（５２）から前記下面（１４）に向
かって延出する第２のランド（５４）を有し、
　前記第２のランド（５４）は、前記第２の対称面（Ｐ２）に対して第２のランド角（δ
）で傾斜し、
　前記第２のランド角（δ）は、前記主要切れ刃（３２）の側断面で分かるように、また
前記主要切れ刃（３２）から下方に測定して、－１０°から２５°の範囲にあることを特
徴とする請求項９に記載の切削インサート（１０）。
【請求項１１】
　前記すくい面（３８）は、前記第２のランド（５４）から前記下面（１４）に向かって
延出し、
　前記すくい面（３８）は、前記第２の対称面（Ｐ２）に対してすくい角（θ）で傾斜し
、
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　前記すくい角（θ）は、前記主要切れ刃（３２）の側断面で分かるように、また前記主
要切れ刃（３２）から上方に測定して、０°から６０°の範囲にあることを特徴とする請
求項１０に記載の切削インサート（１０）。
【請求項１２】
　前記切削インサート（１０）は、前記上面（１２）および前記下面（１４）の前記中央
部分（４８）の間の中間に配置され、上面（１２）および下面（１４）の前記中央部分（
４８）に平行であり、前記側面（２４）に平行である対称軸（Ｂ）に対して回転対称を有
することを特徴とする請求項１に記載の切削インサート（１０）。
【請求項１３】
　前記側方逃げ面（５６）は、
　前記側面（２４）の中央部分（６０）に平行であり、
　前記上面（１２）および前記下面（１４）の前記中央部分（４８）に垂直であり、
　前記前面（２０）の中央（２６）を通過する、第３の対称面（Ｐ３）に対して径方向の
逃げ角（λ）で傾斜し、
　前記径方向の逃げ角（λ）は、前記切削インサート（１０）の正面図で分かるように、
０°から５°の範囲にあることを特徴とする請求項１２に記載の切削インサート（１０）
。
【請求項１４】
　前記側方逃げ面（５６）は、前記第３の対称面（Ｐ３）に対して周縁部の逃げ角（φ）
で傾斜し、
　前記周縁部の逃げ角（φ）は、０°から８°の範囲にあることを特徴とする請求項１３
に記載の切削インサート（１０）。
【請求項１５】
　前記切削インサートは、前記上面（１２）と前記下面（１４）の間に延出する貫通ボア
（１８）を備え、
　前記切削インサート（１０）は、前記上面（１２）および前記下面（１４）の前記中央
部分（４８）の間の中間に配置され、前記上面（１２）および前記下面（１４）の前記中
央部分（４８）に平行であり、前記側面（２４）に平行である対称軸（Ｂ）に対して１８
０°回転対称を有することを特徴とする請求項１３に記載の切削インサート（１０）。
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